
○テーマ・概要

○内 容

平成 28 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座

【地域資源学講座「地域の宝を見つけよう」】
日 程: 4/24 午後、5/29 午前・午後、6/12 午前・午後、7/3 午前・午後、8/7 午前・午後、9/4 午前・

午後、10/9 午前・午後、11/6 午前・午後、12/11 午前・午後、1/8 午後、3/12 午前・午後

受講者数:151 名

会 場：豊岡ジオ・コウノトリキャンパスほか、但馬地域および鳥取市・岩美町・京丹後市内

講 師: 先山 徹・松原典孝・井口博夫・大迫義人・佐川志朗・中井淳史・山室敦嗣

地質・地形と暮らしとのかかわり、コウノトリの生態などを主要なテーマとし、それについての講義と

野外観察を各地で実施した。それによって受講者の地域に内在する地域資源を掘り起こし、それぞれの

価値について述べた。

各回のテーマと場所は次のようになる。

「もっと知ろう、ジオパークのこと」（豊岡ジオ・コウノトリキャンパス）、「歴史的石造物に使われる

岩石の種類と流通」（京丹後市・市役所久美浜庁舎）、「養父の自然とコウノトリ」（養父市・伊佐ふれあ

い倶楽部）、「朝来の自然とコウノトリ」（朝来市シルバーセンター）、「地滑りがつくった地形とその利

用」（新温泉町役場温泉総合支所）、「日本海ができる頃の地層と生き物」（香美町ジオパークと海の文化

館）：「日本が大陸だったころのマグマがもたらしたもの」（豊岡市出石古代学習館）、「山陰海岸のいろ

いろな火山活動」（鳥取市扇の里交流館）、「山陰海岸の鉱山と温泉」（岩美町渚交流館）、「玄武洞とプレ

ートテクトニクスについて考えよう」（豊岡ジオ・コウノトリキャンパス）、「日本の地震と山陰海岸を

襲った地震」（豊岡ジオ・コウノトリキャンパス）。各回は午前中に講義、午後は周辺の野外観察とした。

山陰海岸ジオパーク内各市町の拠点施設では、大地の成り立ちに関連して、それぞれの地域に特化し

たテーマでの講義をおこない、また、養父市と朝来市ではそれぞれコウノトリの放鳥拠点のある地域で、

コウノトリの採餌のことを中心に生態学に関する講義をおこなった。それぞれの受講者は各市町内にと

どまらず、神戸市・加古川市・猪名川町など阪神間からの参加もあった。


